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令和３年３月橋本市議会定例会会議録（第３号）その２ 

令和３年３月９日（火） 

                                           

（午前９時30分 開議） 

○議長（土井裕美子君）皆さん、おはようご

ざいます。 

 ただ今の出席議員数は18人で全員でありま

す。 

                     

○議長（土井裕美子君）これより本日の会議

を開きます。 

                     

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（土井裕美子君）これより日程に入り、

日程第１ 会議録署名議員の指名 を行いま

す。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第88条

の規定により、議長において、９番 南出さ

ん、16番 樽井さんの２人を指名いたします。 

 この際、議会事務局より一般質問通告書に

関し報告があります。 

 議会事務局長。 

○議会事務局長（福井直記君）昨日お配りい

たしました一般質問通告書におきまして、本

日、一般質問を予定しております質問者の質

問中、小項目の一部が欠落しておりました。

本日、差し替えの通告書をお配りしておりま

すので、よろしくお願い申し上げます。不手

際をおわび申し上げます。今後このようなこ

とのなきよう、細心の注意を払ってまいりま

す。どうかよろしくお願いいたします。 

○議長（土井裕美子君）ご了承のほど、よろ

しくお願いをいたします。 

                     

 日程第２ 一般質問 

○議長（土井裕美子君）それでは、日程第２ 

一般質問を行います。 

 順番７、14番 小西さん。 

〔14番（小西政宏君）登壇〕 

○14番（小西政宏君）皆さん、おはようござ

います。２日目のトップバッターということ

で、一般質問をさせていただきます。今回は

２項目でございます。 

 まず１項目め、商品券による飲食店支援に

ついて。 

 新型コロナウイルス感染拡大により、１月

８日から関東の１都３府県に国から緊急事態

宣言が発令。また、２月末に解除はされまし

たが、１月14日に大阪府を含む関西を中心と

する７府県に緊急事態宣言が発令されました。

緊急事態宣言地域への要請内容は、飲食を伴

うものを中心として対策を講じるとし、飲食

につながる人の流れを制限する、飲食店に対

する営業時間短縮要請、外出自粛要請などで

あり、飲食業界には深刻な状況である。 

 一方、和歌山県において緊急事態宣言は発

令されていませんが、大阪府に隣接する県で

あることから、特に橋本市の飲食業界は同じ

く深刻なダメージとなっている。 

 緊急事態宣言地域では休業補償はあるが、

和歌山県においては支援がないため、市とし

て市内飲食店のために支援をする必要がある

と考えております。 

 小項目です。飲食業界を支援する商品券配

布の考えは。 

 もう一つです。今回、国から頂く新型コロ

ナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の

金額をお伺いいたします。 

 もう一つ、大きく２項目めです。新型コロ

ナワクチン接種についてお伺いしたいと思い

ます。 

 まずは、ワクチン接種までの流れを再度お

伺いいたしたいと思います。 
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 こちらからは以上です。よろしくお願いい

たします。 

○議長（土井裕美子君）14番 小西さんの質

問項目１、商品券による飲食店支援に対する

答弁を求めます。 

 経済推進部長。 

〔経済推進部長（北岡慶久君）登壇〕 

○経済推進部長（北岡慶久君）おはようござ

います。 

 商品券による飲食店支援についてお答えし

ます。 

 本市では、新型コロナウイルス感染症対策

事業の一つとして、昨年６月に市内全世帯を

対象に１世帯当たり3,000円、10月に市民一人

当たり5,000円の橋本市生活応援クーポン券

の配布を行いました。生活応援クーポン券と

いう名目からも分かるように、市民生活の支

援を第一に考え実施したもので、令和元年度

に実施したプレミアムつき商品券の利用登録

店舗数の227店舗を大きく上回り、２月22日時

点で605店舗の登録があります。 

 橋本市生活応援クーポン第１弾は、昨年６

月の新型コロナウイルス感染症第１波収束後

で、消毒液やマスクなどを中心とした衛生用

品を各家庭でご購入いただくことを目的とし

て発行いたしました。 

 第２弾は、昨年10月の第２波収束後に、各

家庭への経済的支援及び第２波で売上げが落

ち込んだ市内各店舗への支援を目的として発

行いたしました。 

 なお、第２弾発行の際には、二つの地元事

業者支援事業を併せて実施しました。一つ目

の衛生環境関連消耗品整備奨励金事業は、ア

ルコール消毒液購入、つい立ての設置等、店

舗の衛生環境を向上させるための奨励金です。

１店舗当たり３万円を上限とし、約260店舗に

ご活用いただいています。また、二つ目の需

要回復対策助成金事業は、のぼりの作成、折

り込みチラシ等宣伝費用、飲食料金の割引等

を行うための助成金であり、１店舗当たり10

万円を上限とし、約320店舗にご活用いただい

ています。各店舗の取組内容については、市

民に広く知っていただくために橋本市ホーム

ページにて周知したところです。 

 昨年10月開始当初から助成金を活用した事

業者の実績報告や窓口での聞き取りなどから、

国の施策であるＧｏＴｏトラベルやＧｏＴｏ

イートとも相まって、集客に一定程度効果が

上がったと考えているところです。 

 まず、一点目の飲食業界を支援する商品券

配布の考えについてお答えします。 

 本年１月14日に再度、大阪府、京都府、兵

庫県などに緊急事態宣言が発令されたことに

より、大阪府に隣接する本市の事業所におい

ても飲食店を中心に大きな影響が出ているこ

とを認識しています。しかしながら、市内の

状況を見ますと、飲食業以外の理美容業、整

体業、アパレル業など様々な業種に影響が及

んでいる中で、飲食業のみに限定した商品券

の配布については、事業者や市民に幅広くご

理解いただくのは難しいと考えています。 

 次に、二点目の国から頂く新型コロナウイ

ルス感染症対応地方創生臨時交付金の金額に

ついてお答えします。 

 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨

時交付金の地方単独分として本市に示された

第３次交付限度額は、新型コロナウイルス感

染症対応分１億630万1,000円と地域経済対応

分２億4,344万9,000円の総額３億4,975万円

です。 

○議長（土井裕美子君）14番 小西さん、再

質問ありますか。 

 14番 小西さん。 

○14番（小西政宏君）答弁を頂きました。こ

こにいらっしゃる方、市民の方も承知だと思

います。まず、６月に１世帯当たり3,000円、
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クーポンを配っていただきまして、また10月

に１人当たり5,000円を配っていただきまし

た。今回、一般質問をするにあたってもそう

ですけども、それこそ飲食業を中心に様々な

お店へ歩かせていただいて、直接声も聞いて

きたわけでありますけれども、この商品券を

配布していただいたことによって本当に助か

ったと。それでもまだまだ売上げはしんどい

けれども、こういったこともあったので本当

に助かったというふうな、そんないい声も頂

いておりましたので、それは一点お伝えをし

たいなというふうに思います。 

 それともう一個声があって、私自身も非常

に思ったんですけども、今答弁でもありまし

たように衛生環境の関連消耗品の整備の補助

金、これが３万円のやつと、それと需要回復

対策助成金ということで10万円ということで

していただきました。これについても本当に

びっくりしたのは、非常に簡素化された補助

金、助成金にあったなというふうに思ってい

ます。というのは、補助金とかってよくある

と思うんですけど、使おうと思っても非常に

使いにくい。書類をいっぱい準備せなあかん。

それで諦めてしまうということって多々ある

と思うんですけども、これについては本当に

スピード感を意識してやっていただいたと。

本当に簡素化してやっていただいたので、び

っくりするぐらい市民の皆さんも喜んでいた

だいておりましたので、その点は一点お伝え

をしておきたいと思います。まず、ありがと

うございました。 

 ですけれども、今回答弁としては、飲食業

に限って商品券を配布するというのは難しい

というふうに頂きました。確かにほかの業界

でも売上げが下がっているところもあります

ので、そこは一定理解をする中で、まず一点

お聞きしたいんですけども、今回国のほうで

第３次交付金ということで、総額約３億5,000

万円ぐらい。そのうちの地域経済対応分とい

うことで２億4,000万円ほどお金が入るとい

うことなので、まず一点確認をしていきたい

のは、この約２億5,000万円を使って、今低迷

している地域経済を立て直すための、少しで

も支えていけるような経済対策はするという

考えで、まず一点そこはよろしかったでしょ

うか。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）ご質問にお答

えさせていただきます。 

 地域経済を支えるための施策は、必ずする

必要があるというふうに考えています。 

○議長（土井裕美子君）14番 小西さん。 

○14番（小西政宏君）ありがとうございます。

そしたら、どんな方法があるかって、またこ

れからいろいろ議論していきたいなと思うん

ですけども、まずは今までの状況もそうです。

第１回目、第２回目クーポンを配布していた

だいて、県や国も頑張っていただいて、Ｇｏ

Ｔｏトラベル、イートもしていただいていた

ので、その辺で実際利用されていた店舗さん

方がどんな状況やったのかなというところも

お互い認識をしていって、またいい制度をつ

くっていけたらなというふうに思うわけです

けども、まず様々な飲食店を回らせていただ

いて、確かに昼のお店形態やってはる方のと

ころにおいては、一定数売上げって戻ってき

たかなというふうにも聞いています。中には、

もう元どおりよというところももちろんあり

ましたけれども、まだまだ大方、特に夜の営

業等々でしている方においては、まだまだ全

滅や、全く戻ってこないというふうな声も聞

いていて、それこそ先が見えない中で、精神

的にそれこそまいってはる飲食店の方々もた

くさんいらっしゃいました。その中の声では、

このままやったら、半年ぐらいをめどに店閉

めやなあかんかな、うちはあと１年ぐらいを
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めどに閉めやなあかんかなというふうな、そ

んな現実の声も頂いてきておるわけでありま

す。 

 その背景には何があるのかというと、去年

においては国の持続化給付金とか家賃給付と

か、大型の補助もありましたから、何とかそ

れでやりくりをして頑張ってきていただいた

わけですけども、それも経費として食ってい

って、それが底をついて貯蓄を食いながらと

いう中で、本当に精神的にしんどくなられて

いるなというふうに私は聞いてきました。中

には橋本市内で、無理やから店を閉めました

というようなところも、悲しい現実として聞

こえてきておるわけであります。 

 一方、経済的な話でいくと、市内のタクシ

ー事業者とかも大分苦しいなという声も聞い

たりはしてきたわけでありますけれども、そ

ういった点、経済推進部としてどういうふう

に認識、声が届いているのか、まず確認させ

ていただきたいと思います。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）ご質問にお答

えさせていただきます。 

 先ほど答弁の中でも、市内飲食店等も含む

事業所の方からクーポン、それから助成金、

補助金等を活用する際に窓口にお越しいただ

いています。そういった中で今、議員がおた

だしの中でも触れられたような様々なご意見

を聞いているところです。窓口担当の職員に

今、議員が言われたような深刻な状況の話と

いうのは市に対してはなかったというふうに

お聞きしているんですが、今年の２月上旬に

社会福祉協議会のほうに聞き取りをしに行か

せていただきました。 

 社会福祉協議会では緊急小口資金、それか

ら総合支援資金の貸付制度というのがありま

して、１月末時点で約635件、金額にして、こ

れは私もびっくりしたんですが、３億5,000

万円の貸付けを行っているというふうにお聞

きしました。対象となっているのはタクシー、

それから飲食業等の自営業者の方、それから

若いサラリーマンの方、中には解雇されたパ

ート従業員というのが目立ちまして、自営業

者がこの635件のうちの半分以上がその申請

をされたということでした。 

 緊急事態宣言の延長を受けて、この社会福

祉協議会の貸付制度、これは制度も延長され

て総額200万円の貸付けを行えるということ

になったんですが、本当に再度貸してくださ

い、再度貸してくださいというような希望が

多かったというふうにお聞きしています。 

 社会福祉協議会の聞き取りの中では、議員

がおただしの中にもあったとおり、このまま

貸付けが終わったら廃業せざるを得ないんだ

というような深刻な状況も多々あったという

ふうにお聞きしています。 

○議長（土井裕美子君）14番 小西さん。 

○14番（小西政宏君）ありがとうございます。

しっかりと聞き取りをしていただいて、自分

自身も今聞いてびっくりしたのは、貸付け600

件以上ある中で半分以上が自営業者の方が多

かったというふうな現実を聞かせていただき

ました。本当に一刻も早く経済支援というか、

していきたいなと思うわけですけども、実際、

私が持っとるデータでもそうです。和歌山県

下でコロナウイルスで緊急事態宣言が出て、

飲食業の地域別の減少率で見ても、私の手元

で見ても、和歌山県下で紀北地域が実は一番

下がっているというふうな私は認識を持って

います。意外と、白浜のほうとか観光地のほ

うがもっと減少率がだーんと来るんかなとい

うふうな認識も初め予測はしていたんですけ

ども、そういうふうな認識をしとるので、そ

ういったデータが経済部のほうでもあれば教

えていただきたいというのと、一緒に聞いて

いきたいと思います。 
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 前回、クーポン券を配布した上で、非常に

よかったという声もありましたけども、より

改善をしていくという中で、もし反省点等が

あったら聞かせていただきたいなと思います。

もし数字があれば教えていただきたいんです

けど、市内の大型店舗で使用していただいた

率と、それこそ市内の中小企業で使用してい

ただいた比率等、もし分かれば一緒に教えて

いただきたいと思います。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）まず、一点目

の紀北地域の飲食業等が特に県下の中でも落

ち込んでいたという調査の結果ですが、これ

については今年２月19日に、和歌山県の商工

観光労働総務課のほうから記者発表がありま

して、確かに議員おただしのように、紀北地

域においては飲食店が県下の中でも一番落ち

込んでいるということが報告されていました。 

 次のご質問ですが、これまで２回のクーポ

ンを発行させていただきましたが、総額で約

３億3,000万円になります。そのうち、大規模

店舗には85％、市内中小事業者店舗には約

15％というような割合です。この割合につい

て私たち経済推進部としての見方なんですが、

生活応援ということでは市民の方がいろんな

ところで使っていただけたということで、効

果が高かったというふうに認識していますが、

先ほど言いましたとおり、市内中小企業等に

は15％という数字については、やはりもっと

利用していただけるような仕組みが必要では

ないかなというふうには考えています。 

 あと、反省点としてですが、申請等につい

て簡素化できていたというふうなお褒めの言

葉もいただいたんですが、それでもやはり高

齢者の経営者の事業所の皆さんにとっては、

なかなかこの申請、それから今頂いています

実績報告等についても複雑であったというよ

うなご意見も頂いています。 

 特にクーポン券の換金についてですが、最

短でできるように、できるだけ市内部の調整

もさせていただいたんですが、それでも事務

手続き、お支払いまでに日数を要したという

ようなご意見もありましたことを報告させて

いただきます。 

○議長（土井裕美子君）14番 小西さん。 

○14番（小西政宏君）ありがとうございます。

今もちらっと触れていただきました、実際使

用している方々の声を聞いてみると、やっぱ

り現金商売でやられている方、日銭という言

い方が正しいのか、されている方もたくさん

いらっしゃったので、換金するまでの時間に

おいてやっぱり大分苦労されたという方もい

らっしゃったので、また今後そういったとこ

ろも参考にしていただきたいと思います。 

 それと、これはもう感覚になるので根拠は

ないんですけども、国のＧｏＴｏイートにつ

いてなんですけども、あれは基本的にはプレ

ミアをつけて使用していただくということな

ので、4,000円で5,000円分使えるというよう

な制度やったと思うんですけども、大事なと

ころは、これからですけども、このＧｏＴｏ

イートがあるからお店に行くのか、お店に行

った方が安く食べたいからＧｏＴｏイートを

あるからついでに使うのかというところ、こ

れって実際割合はどうでしたかというふうに

も聞いてきましたけども、もちろんＧｏＴｏ

イートがあったからお店を探して来たよとい

ううれしい声もありましたけども、基本的、

大方のところでいくと、常連さんでいつも来

ている方が来るたびにその券を買ってという

ふうに来てくれていました。もちろんそれも

うれしいことですけども、今こういう状況下

の中で大事なところは、特定の方だけではな

くてみんなで地域のお店を支援していくとい

う意味合いで考えると、飲食へ行かれる方の

絶対数の底上げというのが、今後、経済の活
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性化においては間違いなくキーになっていく

んだろうなというふうに思っています。です

のでそういった点も、そんな声もあったとい

うことを認識していただいて、また次の経済

対策について生かしていっていただきたいな

と思っています。 

 それと、逆の話でいくと、橋本市の応援ク

ーポンについては近々期限を迎えるというこ

とで、今また最近、飲食店で使う方が増えて

きたという声がありました。もう期限が切れ

るからというふうな、あれはやっぱり100％商

品券というか金券ですから、使わな損という

心理がどないしても働くんですね。といった

ところで、非常にそういった意味ではプレミ

アムというよりかは、前回にもしていただい

た100％金券というのはある一定有効であっ

たかなというふうに思いますので、そういっ

た点をお伝えしていきたいと思います。 

 答弁を頂きました。前回の反省点というと

ころにおいてですけども、85％が大型店舗で

使っていただいて、市内中小企業においては

約15％であったというふうに答弁を頂きまし

た。これは決して大型店舗で使うことが悪い

とか、そういうことでは全くないと僕は思っ

ています。それはそれでそのときの目的があ

って、それに応じて制度設計をしていただい

たんですから、それで恩恵を受けていただい

た方もいらっしゃいますから、それはそれで

よかったなと思います。 

 ただ、今議論させていただいた中のように、

今どこがしんどくて、それこそ何のために今

後経済対策をしていくのかというところを考

えていったら、これ、例えばです。例えば5,000

円、次またクーポンを配りますよとなったと

きに、半分の2,500円は今までどおり大型店舗

でも自由なところで使ってくださいよと。け

れども、今しんどい現状があるんで、皆さん

で支えるという意味合いも込めて、半分の

2,500円は市内の中小企業で使っていただく

というふうなクーポンの配り方も一つの手段

としてあるのかなというふうに思ったりもし

ています。そういったところを今後また考え

ていただく上で、一つの検討材料として一度

考えていっていただきたいなと。その上でま

た制度を出していただけたらありがたいなと

思うんですけれども、そういった点、認識、

検討をお伺いしたいと思います。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）議員のご質問

にお答えさせていただきます。 

 今、議員のほうからご指摘があったという

ところについてはシティセールス、実際、窓

口で担当していた職員、それからクーポン等

にお問合せを頂いた市民の方、また飲食店を

含む事業所の方からもそういったご意見とい

うのはたくさん頂いています。私たちとして

は、次、制度設計を具体的にする中で、議員

のおただしのあったことも含めてしっかりと

考えていきたいと思っています。 

○議長（土井裕美子君）14番 小西さん。 

○14番（小西政宏君）ありがとうございます。

また今後ともよろしくお願いします。 

 そしたら、最後に確認というか、また聞い

ておきたいことがあるんですけども、今まで

様々補助金も出していただいて、３万円、10

万円というふうに新たな様式といいますか、

感染対策をしながらいかに経済を回すのかと

いうことで今まで市も補助金等々を出してき

ていただいておりました。そこの考え方にお

いては一緒でありまして、ただ、何が言いた

いかというと、今世論では、ご飯に行っては

駄目やみたいな世論がまだ根強く残っている

と思います。けれども、そうやって様々な補

助金等々を使って頑張ってきていただいてい

るお店も多いわけですから、しっかりとルー

ルを守った上で、大人数とか長時間とか席の
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配置とかも本当に皆さん、考えていただいて

いる方も多いです。ですから、しっかりと感

染対策をしながら、それこそルールを守りな

がら飲食店には行ってくださいよという発信

をしたいと私は思っているわけでありますけ

ども、経済推進部としてどういったスタンス

で今後発信をしていくつもりなのか、そうい

った点を最後にお聞きしたいと思います。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）議員のご質問

にお答えさせていただきます。 

 今なお感染症拡大によって飲食店に対する

市民の方のイメージ、それから観光等で県外

をまたいで来られるという方も減少している

という状況が続いています。そういった中で

も、市から補助・助成をさせていただいた３

万円、10万円を活用していただいて、様々な

感染症対策に事業所としても取り組んでいた

だいています。そういったところで内閣官房

という、いきなり国の機関のところが出てく

るんですが、そこに新型コロナウイルス感染

症対策推進室というのがございまして、そこ

から「会食どきにはマスク会食マナーを守り、

感染リスクを下げながら会食を楽しんでくだ

さい」ということがあります。具体的に申し

上げますと、少人数、短時間で、それからな

るべくふだん一緒にいる人と、続いて、深酒、

はしご酒などは控え適度なお酒の量で、また、

箸やコップは使い回さず一人ひとりで、それ

から、座るときはお互いの正面や真横を避け

て斜め向かいに、それから、飲食するときだ

けマスクを外し、会話のときはマスクをつけ

てと、そういったようなことがあります。こ

ういったことも併せて啓発をさせていただき

たいなというふうに思っています。 

 なお、先ほど来、どうしても店内での飲食

をというようなことを控えられている方もお

られると思いますが、例えばですが、杉村公

園の中に新しい駐車場ができました。今、市

民の方でもそこに駐車されて、杉村公園を利

用される方がすごく増えてきています。昨年

の秋に、青空まっせという高野山麓精進野菜

を販売する取組をさせていただいたんですが、

非常に好評でした。私たち経済推進部として、

予算を使わずとも何らかの地域活性化をとい

うところについては、職員のアイデアもたく

さん出てきているところです。そういったと

ころをしっかりと関係機関と調整して、引き

続き、市内飲食店を含む事業所支援に取り組

んでいきたいと思いますので、ご理解いただ

きたいと思います。 

○議長（土井裕美子君）14番 小西さん。 

○14番（小西政宏君）ありがとうございます。

一緒になってまちのために発信をしながら、

一緒になって協力しながら支え合っていけた

らと思います。ありがとうございました。 

 １項目めを終わります。 

○議長（土井裕美子君）次に、質問項目２、

新型コロナワクチン接種に対する答弁を求め

ます。 

 健康福祉部長。 

〔健康福祉部長（吉田健司君）登壇〕 

○健康福祉部長（吉田健司君）おはようござ

います。 

 新型コロナワクチン接種についてお答えし

ます。 

 ファイザー製の新型コロナウイルス感染症

ワクチンの特例承認が２月12日に承認され、

全国では医療従事者への先行接種が始まり、

高齢者のワクチン接種が続いて始まる予定で

す。 

 ご質問のワクチン接種までの流れについて

ですが、コロナワクチンの接種は市町村から

送付される接種券、いわゆるクーポンにより

無料で受けることができます。ワクチンの接

種は市町村が行うとされていることから、接
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種を希望する方は原則として住民票のある市

町村で接種することになりますが、中には単

身赴任の方、下宿されている方、病院に入院

されている方などは、例外的にお住まいの自

治体での接種が認められています。 

 接種を受けるために必要なクーポンの発送

については、国の指示に従いながらご自宅に

郵送する予定です。クーポンが届きましたら、

接種可能な医療機関に接種予約をする必要が

あり、クーポンに記載されている事項を見な

がら電話などで予約をし、接種日や時間を決

定します。ワクチンナビというサイトでは、

医療機関の予約状況なども検索することがで

きます。 

 接種日当日は、受付で市から届いたクーポ

ンを提示し、運転免許証や保険証などで本人

確認も行います。クーポンに同封されている

予診票を自宅であらかじめ記入していただい

ていると受付がスムーズに進みます。 

 次に、医師による予診があり、当日の健康

状態やこれまでにかかった疾病などを確認し、

接種が可能かどうかを判断し、本人の同意を

得た上でワクチンの接種を受けることになり

ます。 

 接種を終えた方は、医療機関名や接種日付

などが記入された接種済証を受け取ります。

接種済証は２回目の接種を受ける際にも必要

になります。また、２回目の接種に向けてそ

の場で予約をしていただければ、よりスムー

ズな接種が可能です。 

 接種後は15分程度、その場で経過観察を行

います。基礎疾患のある方については、念の

ため30分程度その場で待機し、様子を見るよ

うになっています。接種後、体調に変化が出

た場合は、その場にいる医師が緊急対応をす

ることになります。 

 ２回目の接種については、ファイザー社の

場合は21日間隔を空けて接種を受けますが、

接種は１回目と同様の流れになります。２回

目の接種が何らかの都合で遅れた場合は、速

やかに接種していただきたいと考えています。 

 なお、これらは３月１日時点で国が示して

いるワクチン接種の実施スケジュールになり、

今後変更される場合がありますので、ご理解

願います。 

○議長（土井裕美子君）14番 小西さん、再

質問ありますか。 

 14番 小西さん。 

○14番（小西政宏君）答弁ありがとうござい

ます。 

 いつも担当していただいているいきいきの

課長ともお話をさせていただくんですけども、

国のほうが日に日に情報が変わってくるとい

うか、本当に大変な中で一生懸命今やってい

ただいているなというふうには感じさせてい

ただいています。ありがとうございます。 

 今回このワクチン接種については、同僚議

員のほうからも質問がこの後もあるというこ

となので、それこそ打つべきか打たないべき

かいろんな議論もあります。様々な情報を出

していってほしいなという思いもあったりと

か、これから打った人、打たない人に対して

の差別とかというところも気にはなってたり

はするんですけど、そういった点は同僚議員

で通告を頂いていますのでお任せをして、一

点だけ絞って、端的に終わりたいなと思いま

す。 

 今回フローといいますか、ワクチン接種ま

での流れを聞かせていただきました。そこで

一点、サービスとしてあったらより安心に打

っていただけるなというふうに思うことがあ

ったりはするんですけども、一点確認してい

きたいところは、まず医療従事者で、次は65

歳以上の市民の方が接種するということです

けども、病院までの交通の手段、高齢の方の、

そういったところってどういうふうに行けば
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スムーズに行けるかとか、何か検討されたこ

とってありますか。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（吉田健司君）お答えします。

先ほどの答弁にもありましたように、高齢者

の接種につきましては、トラブルを防ぐため

に、今のところ個別接種、医療機関での接種

を考えております。ですので、高齢者につき

ましては、病院への移動手段については今の

ところ検討しておりません。 

○議長（土井裕美子君）14番 小西さん。 

○14番（小西政宏君）ありがとうございます。

検討していないということだったと思います。

優先順位を上げて先にどんどんやっていかな

あかんこともあると思うので、そこは検討さ

れていないというのは仕方ないかなとも思う

んですけども、１個要望というか、お願いを

しておきたいなということだけお伝えして終

われたらなと思うんですけど、国の交付金も

あります。この交付金等々を使って、それこ

そ高齢者の方々にタクシーチケットを配って

いただくと、より安心して、近くの病院でな

かったとしても、離れた病院でも安心してワ

クチンの接種に行けるなというふうに思うわ

けであります。 

 その裏には、先ほど一つ目で答弁もあった

ように、タクシー事業者の方も本当に困窮し

ているといいますか、売上げ下がっていて本

当にしんどい背景がありますので、そういっ

たところでお互い助け合っていけるような制

度になればうれしいなというふうに思うわけ

です。タクシー事業者の方というのはほとん

ど個人事業主みたいなものですから、それこ

そ直接声を聞きに行ったら、売上げが半分以

下、本当にしんどいよというふうな声も聞い

ていましたので、ほかにもいっぱいせなあか

んこともあるし、タクシーチケットを配るに

してもチケットの配り方であるとか、様々な

課題を解決していかんとなかなかこれを実現

するのって難しい。時間的な制約もあると思

います。けれども、そういった予算組み等々

の中でも問題もあると思うんですけども、そ

ういったところ、もし今後検討していく中で

余地があるんであるならば、その検討の一つ

にタクシーチケットを配るというようなとこ

ろも、一つの選択肢として考えてはいただき

たいなと思っているわけですけども、そこだ

け最後答弁を頂けたらなと思います。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（吉田健司君）答弁はずれる

んですけども、昨日からコールセンターを開

始しております。既に８件ご質問等があった

ようです。内容についてはまだ整理してない

んですけども、ということで、今健康福祉部

のコールセンターのところについては、コー

ルセンターの対応をしっかりやることと、そ

れから医療機関との調整、高齢者の接種が始

まりますので、それの調整に力を入れている

ところです。 

 今ご質問のあったように、今後いろいろな

状況が現れてきます。ワクチン接種について

は、長期間にわたってトラブルなくやってい

きたいと考えておりますので、検討できるこ

とは全て検討していきたいと考えています。 

 タクシー業界の方については、コロナの関

係で非常に影響があると私も認識しておりま

すので、検討課題の中には入れていきたいと

考えております。 

○議長（土井裕美子君）14番 小西さん。 

○14番（小西政宏君）ありがとうございます。

そういうふうに言っていただけたら非常にう

れしく思いました。なので、今後また一度検

討していただいて、いければまたそういった

制度もつくっていっていただけたらと思いま

すので、どうか皆さんよろしくお願いします。 

 これで一般質問を終わります。ありがとう
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ございました。 

○議長（土井裕美子君）14番 小西さんの一

般質問は終わりました。 

 この際、10時25分まで休憩いたします。 

（午前10時10分 休憩） 

                     


